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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

浪江町復興牧場から通年産出される牛ふん堆肥とメタン発酵消化液（以下「消化液」という。）
の有効活用が課題となっている。除染後農地にて牛ふん堆肥と化成肥料を施用した上で、消化液
を追肥施用して WCS 用稲を栽培したところ、化成肥料で基肥のみ施用した場合と比べて収量性
および茎葉部への放射性セシウム濃度（以下「RCs」という。）の移行には差がみられなかった。 

  
  （１）浪江町の除染後農地での WCS 用稲栽培において、分げつ期追肥から穂肥までに施肥し

た窒素成分量のうち４割を消化液で追肥しても、全量化成肥料と比べて、追肥時期に
よる収量への影響は見られなかった（図１）。 

 （２）茎葉部の RCs 濃度（80％水分換算）は 10Bq/kg 未満であり、消化液を追肥施用しても RCs
の移行には影響が見られなかった（表１）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 除染後農地における WCS 用稲栽培での消化液の活用及び耕畜連携の推進に寄与する。 
 

３ 活用上の留意点 
（１） 本試験は表土剥ぎ取りによる除染と客土が行われ、牛ふん堆肥を３.5t/10a 施用した水田で

実施した。WCS 用品種「つきあやか」は 5 月 9 日に移植し、8 月 5 日出穂を確認した後、
8 月 20 日に収穫した。 

（２） 本試験で供試した牛ふん堆肥と消化液の肥料成分の含有率は N:2.5％、P:2.0％、K:5.8%、
および N:2.3％、P:1.5％、K:3.3%である。 

（３） 消化液の追肥後の数日間は深水管理を行った。  



   
 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 消化液による追肥時期と WCS 用稲「つきあやか」の収量 
注１）全量化成肥料は化学肥料による基肥のみ（N：1 kg/a）、時期記載の施肥は化学肥料による基肥 N：0.6 kg/a に加

え、消化液による追肥 N：0.4 kg/a を実施。 

注２）収量は乾物重の平均値（n=3）。 

表１ 土壌から茎葉部への 137Cs 移行係数 
 
 

 

 

 

 

 

注）ほ場内の水口、中央および水尻地点から坪刈採取した平均値（n=3） 
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全量 ６月中旬 ６月下旬 ７月上旬 ７月中旬
化成肥料 分げつ期追肥 穂 肥

6月中旬 0.0013 ± 0.0016
6月下旬 0.0003 ± 0.0001
7月上旬 0.0004 ± 0.0003
7月中旬 0.0004 ± 0.0002

0.0010 ± 0.0010

分げつ期追肥

穂肥

全量化成肥料

茎葉への137Cs移行係数施肥


